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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信のための方法であって、
　１または複数の前のデータ・パケットを備える１または複数の前に受信されたデータ送
信を復号することと、
　データ・パケットのシーケンスから、１つのデータ・パケットを備えるデータ送信を受
信することと、
　前記データ送信を、前記前に受信されたデータ送信と結合することと、
　前記前に受信されたデータ送信がすでに正しく復号された場合であっても、その結合結
果を再復号することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記復号することは、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
を備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最も直近の連続したデータ送信を
破棄することをさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持することをさらに備える請求項２
に記載の方法。
【請求項５】
　前記データ送信が、前記前のデータ・パケットから、最も直近に復号されたデータ・パ
ケットを備えるかを判定することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項６】
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　前記結合結果の再復号が成功したことを識別することをさらに備える請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント・メッセージを送信機
にシグナルすることをさらに備える請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記結合結果の再復号が失敗したことを識別することをさらに備える請求項５に記載の
方法。
【請求項９】
　前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次のデータ・パケットへ
割り当てることをさらに備える請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記データ送信を受信することは、前記データ送信を少なくとも１つのバッファ内に格
納することを備える請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　連続したデータ送信を、１または複数のバッファに格納することをさらに備える請求項
１０に記載の方法。
【請求項１２】
　データ送信を、第２のバッファの内容とともに第１のバッファへ格納することをさらに
備える請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記データ送信を同時に復号することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　通信に適応された装置であって、
　１または複数の前のデータ・パケットを備える１または複数の前に受信されたデータ送
信を復号することと、データ・パケットのシーケンスから、１つのデータ・パケットを備
えるデータ送信を受信することと、前記データ送信を、前記前に受信されたデータ送信と
結合することと、前記前に受信されたデータ送信がすでに正確に復号された場合であって
も、その結合結果を再復号することとに関する命令群を保持するメモリと、
　前記メモリに接続され、前記メモリに保持された命令群を実行するように構成されたプ
ロセッサと
を備える装置。
【請求項１５】
　復号することに関する命令群は、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
に関する命令群を備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記メモリはさらに、前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最も直近の
連続したデータ送信を破棄することに関する命令群を保持する請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記メモリはさらに、前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持する請求項
１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記メモリはさらに、前記データ送信が、前記前のデータ・パケットから、最も直近に
受信され復号されたデータ・パケットを備えるかを判定することに関する命令群を保持す
る請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
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　前記メモリはさらに、前記結合結果の再復号が成功したことを識別することに関する命
令群を保持する請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記メモリはさらに、再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント
・メッセージを送信機にシグナルすることに関する命令群を保持する請求項１９に記載の
装置。
【請求項２１】
　前記メモリはさらに、前記結合結果の再復号が失敗したことを識別することに関する命
令群を保持する請求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　前記メモリはさらに、前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次
のデータ・パケットへ割り当てることに関する命令群を保持する請求項２１に記載の装置
。
【請求項２３】
　前記メモリはさらに、前記データ送信を同時に復号することに関する命令群を保持する
請求項１４に記載の装置。
【請求項２４】
　通信に適応された装置であって、
　１または複数の前のデータ・パケットを備える１または複数の前に受信されたデータ送
信を復号する手段と、
　データ・パケットのシーケンスから、１つのデータ・パケットを備えるデータ送信を受
信する手段と、
　前記データ送信を、前記前に受信されたデータ送信と結合する手段と、
　前記前に受信されたデータ送信がすでに正しく復号された場合であっても、その結合結
果を再復号する手段と
を備える装置。
【請求項２５】
　前記復号する手段は、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合する手段と、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号する手段と、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
る手段と
を備える請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最も直近の連続したデータ送信を
破棄する手段をさらに備える請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持する手段をさらに備える請求項２
５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記データ送信が、前記前のデータ・パケットから、最も直近に受信され復号されたデ
ータ・パケットを備えるかを判定する手段をさらに備える請求項２４に記載の装置。
【請求項２９】
　前記結合結果の再復号が成功したことを識別する手段をさらに備える請求項２８に記載
の装置。
【請求項３０】
　再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント・メッセージを送信機
にシグナルする手段をさらに備える請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記結合結果の再復号が失敗したことを識別する手段をさらに備える請求項２８に記載
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の装置。
【請求項３２】
　前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次のデータ・パケットへ
割り当てる手段をさらに備える請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記データ送信を受信する手段は、前記データ送信を少なくとも１つのバッファ内に格
納する手段を備える請求項２４に記載の装置。
【請求項３４】
　連続したデータ送信を、１または複数のバッファに格納する手段をさらに備える請求項
３３に記載の装置。
【請求項３５】
　データ送信を、第２のバッファの内容とともに第１のバッファへ格納する手段をさらに
備える請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記データ送信を同時に復号する手段をさらに備える請求項２４に記載の装置。
【請求項３７】
　格納された機械実行可能な命令群を記録した機械読取可能な記録媒体であって、
　前記命令群は、
　１または複数の前のデータ・パケットを備える１または複数の前に受信されたデータ送
信を復号することと、
　データ・パケットのシーケンスから、１つのデータ・パケットを備えるデータ送信を受
信することと、
　前記データ送信を、前記前に受信されたデータ送信と結合することと、
　前記前に受信されたデータ送信がすでに正しく復号された場合であっても、その結合結
果を再復号することと
を備える機械読取可能な記録媒体。
【請求項３８】
　前記復号するための命令群は
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
のための命令群をさらに記録した請求項３７に記載の機械読取可能な記録媒体。
【請求項３９】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信から、最も直近の連続したデータ送信を
破棄するための命令群をさらに記録した請求項３８に記載の機械読取可能な記録媒体。
【請求項４０】
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を保持するための命令群をさらに記録し
た請求項３８に記載の機械読取可能な記録媒体。
【請求項４１】
　前記データ送信が、前記前のデータ・パケットからの最も直近に受信され復号されたデ
ータ・パケットを備えるかを判定するための命令群をさらに記録した請求項３７に記載の
機械読取可能な記録媒体。
【請求項４２】
　前記結合結果の再復号が成功したことを識別するための命令群をさらに記録した請求項
４１に記載の機械読取可能な記録媒体。
【請求項４３】
　再復号に成功すると、前記データ送信の反復アクノレッジメント・メッセージを送信機
にシグナルするための命令群をさらに記録した請求項４２に記載の機械読取可能な記録媒
体。
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【請求項４４】
　前記結合結果の再復号が失敗したことを識別するための命令群をさらに記録した請求項
４１に記載の機械読取可能な記録媒体。
【請求項４５】
　前記データ送信を、前記データ・パケットのシーケンスからの次のデータ・パケットへ
割り当てるための命令群をさらに記録した請求項４４に記載の機械読取可能な記録媒体。
【請求項４６】
　前記データ送信を受信することは、前記データ送信を少なくとも１つのバッファ内に格
納することを備える請求項３７に記載の機械読取可能な記録媒体。
【請求項４７】
　連続したデータ送信を、１または複数のバッファに格納するための命令群をさらに記録
した請求項４６に記載の機械読取可能な記録媒体。
【請求項４８】
　データ送信を、第２のバッファの内容とともに第１のバッファへ格納するための命令群
をさらに記録した請求項４７に記載の機械読取可能な記録媒体。
【請求項４９】
　前記データ送信を同時に復号するための命令群をさらに記録した請求項３７に記載の機
械読取可能な記録媒体。
【請求項５０】
　装置であって、
　１または複数の前のデータ・パケットを備える１または複数の前に受信されたデータ送
信を復号し、
　データ・パケットのシーケンスから、１つのデータ・パケットを備えるデータ送信を受
信し、
　前記データ送信を、前記前に受信されたデータ送信と結合し、
　前記前に受信されたデータ送信がすでに正しく復号された場合であっても、その結合結
果を再復号する
ように構成された集積回路を備えた装置。
【請求項５１】
　前記復号することは、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信を符号結合することと、
　前記符号結合された１または複数の前に受信されたデータ送信を復号することと、
　前記１または複数の前に受信されたデータ送信のアクノレッジメント信号を送信機へ送
ることと
を備える請求項５０に記載の装置。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　通信装置２００は、送信機（図示せず）からデータ送信および／またはデータ・パケッ
トを取得する受信機２０２を含む。さらに、通信装置２００は、取得したデータ送信およ
び／またはデータ・パケットを復号して、この送信の符号化、変調、および／またはイン
タリーブされたシンボルから、データ・ストリームのトラフィック・データを復元するこ
とを試みる。正しい復号がなされる前に、特定のデータ・パケットのいくつかの再送信が
必要とされうる。例えば、パケットが復号されないようなチャネル条件、電力制約、干渉
レベル等によって、送信における誤りがもたらされうる。特定のパケットの再送信によっ
て、デコーダ２０４に、そのデータ・パケットに関連するトラフィック・データを正しく
復元するために十分な情報が与えられる。通信装置２００は、新たに取得されたパケット
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と結合するための前の送信を得ることを容易にするバッファ２０６を含む。正しく復号す
ると、通信装置２００は、送信機にアクノレッジメントを送る。バッファ２０６は、アク
ノレッジメント検出を確認するために、前のデータ・パケット送信を保持する。この正し
い復号後、受信機２０２は、送信機からのデータ・パケット送信を収集しうる。この新た
に取得されたデータ・パケットは、同様に格納されている前に取得されたパケットととも
に、バッファ２０６によって保持される。デコーダ２０４は、前に受信されたパケットの
幾つかまたは全てと結合された新たに取得したデータ・パケットを再復号しうる。さらに
、スループットにおけるロスを低減するために、デコーダ２０４がこの結合を再復号する
ことと並行して通常通りパケットを復号できるように、バッファ２０６は、新たに取得さ
れたデータ・パケットを保持することができる。再復号が成功することは、送信機が、通
信装置２００によって送信されたアクノレッジメントを検出していないことを示す。デコ
ーダ２０４による再復号の失敗は、新たに取得されたデータ・パケットが、データ・スト
リームを構成する一連のパケットにおいて最も直近に復号されたパケットの次のパケット
であることを示す。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　図４に移って、データ送信を確実に受信することを容易にする方法論４００が例示され
ている。方法４００は、とりわけ、アクノレッジメント・メッセージが送信機によって検
出されたことを確認するために適用されうる。実施形態では、方法４００は、無線通信シ
ステムにおけるモバイル・デバイスおよび／または基地局で実施されうる。参照番号４０
２において、正しい復号がなされる。最初の正しい再復号を可能にするために、十分な冗
長性が取得される前に、データ・パケットの１また複数の送信を行う。参照番号４０２で
は、次のデータ送信が受信される。このデータ送信は、データ・ストリームを構成するシ
リーズにおける複数のデータ・パケットからの少なくとも１つのパケットに相当しうる。
さらに、このデータ伝送は、前に送られたパケットの再送信となりえる。アクノレッジメ
ント信号検出を確認するため、再復号のために、次のデータ・パケットが保持される。さ
らに、その送信は、スループットのロスを防ぐために、通常の復号サイクルＡに転送され
る。通常の復号サイクルＡは、図５に関して後述される。参照番号４０６において、取得
されたデータ送信が、前に受信された送信と結合される。例えば、このデータ・パケット
は、正しい復号およびアクノレッジメントのシグナリング後の最初のデータ・パケットで
ありうる。正しい復号のための十分な冗長性を与えるために、幾つかの送信または符号化
されたセグメントを必要とするので、データ・パケットの１または複数の送信が続けられ
る。アクノレッジメント検出の確認を容易にするために、１または複数のコピーが、最初
のデータ・パケットと結合されうる。参照番号４０８では、この結合された送信について
再復号が試みられる。４１０では、再復号が成功したかに関する判定がなされる。再復号
が成功した場合、最も直近に受信されたデータ・パケットが、前に受信されたパケットの
再送信である。したがって、正しい再復号は、アクノレッジメントが検出されていないこ
とを示す。参照番号４１０において、再復号が成功したと判定されると、この方法は、４
１２に進み、別のアクノレッジメント信号が送られる。参照番号４０４では、結合および
再復号されるための次のデータ・パケット送信が受信される。正しい再復号後に受信され
たデータ送信もまた、通常の復号サイクルＡへ転送されうることが認識されるべきである
。参照番号４１０において再復号が失敗すると、方法４００は、参照番号４１４へ進む。
４１４では、アクノレッジメント信号が検出されたことの確認がなされる。したがって、
結合されたデータ・パケットの再復号が失敗することは、アクノレッジメント信号が検出
されたことを示す。
【誤訳訂正４】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　図５に移って、データ送信を確実に受信することを容易にする方法論５００が例示され
ている。方法５００は、とりわけ、アクノレッジメント・メッセージが送信機によって送
信されたことを確認するために適用されうる。実施形態では、方法５００は、無線通信シ
ステムにおけるモバイル・デバイスおよび／または基地局で実施されうる。この方法５０
０はさらに、図４に関連して記載した再復号方法４００と並行してなされる通常の復号処
理を示す。データ送信は、方法４００から方法５００へ転送される。このデータ送信は、
最初の正しい復号後の、次のデータ送信でありうる。さらに、このデータ送信は、再復号
またはその他のイベント後の送信でありうる。参照番号５０２において、データ・ストリ
ーム内の次のデータ・パケットに相当するデータ送信が割り当てられる。次のデータ・パ
ケットは、図４の４０２において正しく復号されたものに続くデータ・パケットである。
５０４では、もしデータ送信があれば、このデータ送信が、前に受信された送信と結合さ
れる。また、次のデータ・パケットに相当するように割り当てられる。言い換えれば、通
常の復号サイクルは、１または複数回数ループし、各ループにおいてデータ送信が受信さ
れる。データ送信は、復号を容易にする冗長性を提供するために結合される。５０４では
また、データ送信または結合が復号される。参照番号５０６では、復号が成功したかに関
する判定がなされる。復号が成功しない場合、方法５００は、参照番号５０８へ進み、次
のデータ送信が受信される。次の送信は、５０４において復号されたものと結合され、成
功したかを判定するための別のテストが実行される。５０６において復号が成功したと判
定されると、方法５００は、参照番号５１０に進み、最も直近に受信されたデータ送信と
並行して正しい再復号がなされたかに関する判定がなされる。正しい復号がなされた場合
、方法５００は戻る。なぜなら、このデータ送信は、アクノレッジメントが検出されてい
ない、前に受信され復号されたデータ・パケットの送信であるからである。並行した再復
号が成功しない場合、最も直近の送信が次のデータ・パケットに相当し、確認が行われた
。参照番号５１２では、次のデータ・パケットの受信を示すアクノレッジメント信号が、
送信機に送られる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　復号が成功すると、この方法７００は、参照番号７１０に進み、最も直近に受信された
送信が破棄される。言い換えれば、正しい復号に至る送信が破棄され、バッファは、正し
い復号がなされた前の状態に戻る。７１２では、次のデータ・パケットが受信される。こ
のパケットは、正しい復号に続いて受信された送信である。参照番号７１４では、受信さ
れたデータ・パケットをどのバッファが保持すべきかが再び判定される。７１６では、新
たに取得されたデータ・パケットが、前に受信されたパケットと結合される。参照番号７
１８では、再復号が試みられる。再復号に成功した場合、最も直近に受信されたデータ・
パケットは、前に受信されたパケットの再送信である。したがって、正しい再復号は、ア
クノレッジメントが検出されていないことを示す。参照番号７１８において、再復号が成
功したと判定された場合、方法は７１２に進み、結合および再復号のために、次のデータ
・パケット送信が受信される。参照番号７１８において、再復号が失敗すると、方法７０
０は、参照番号７２０に進む。７２０では、アクノレッジメント信号が検出されたとの確
認がなされる。したがって、結合されたパケット・データの再復号が失敗したことは、ア
クノレッジメント信号が検出されたことを示す。例えば図５に関して記載された方法５０
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０のような通常の復号処理は、再復号処理と同時になされうることが認識されるべきであ
る。例えば、参照番号７１２において受信されたデータ送信は、通常の復号のために方法
５００へ転送される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　復号が成功すると、方法９００は参照番号９１０に進み、正しい復号まで受信された全
ての送信が、その後に受信された送信との符号結合のために保持される。９１２では、次
のデータ・パケットが受信される。このパケットは、正しい復号後に受信された最初の送
信である。参照番号９１４では、受信したデータ・パケットをどのバッファが保持すべき
かが判定される。９１６では、新たに取得されたデータ・パケットが、前に受信されたパ
ケットと結合される。参照番号９１８では、再復号が試みられる。再復号が成功すると、
最も直近に受信されたデータ・パケットは、前に受信されたパケットの再送信である。参
照番号９１８において、再復号が成功したと判定されると、この方法は９１２に進み、次
のデータ・パケット送信が受信され、結合および再復号される。参照番号９１８において
、再復号が失敗すると、方法９００は参照番号９２０に進む。９２０では、アクノレッジ
メント信号が検出されたとの確認がなされる。例えば図５を参照して示された方法５００
のような通常の復号処理が、再復号処理と同時になされうることが認識されるべきである
。例えば、参照番号９１２において受信されたデータ送信は、通常の復号のために方法５
００へ転送されうる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５２】
　図１１は、再復号によるアクノレッジメント確認を適用することを容易にするシステム
１１００の実例である。システム１１００は、複数の受信アンテナ１１０６を介して１ま
たは複数のモバイル・デバイス１１０４から信号を受信する受信機１１１０と、複数の送
信アンテナ１１０８を介して１または複数のモバイル・デバイス１１０４へ信号を送信す
る送信機１１２４とを備えた基地局１１０２（例えば、アクセス・ポイント）を備える。
局面では、送信機１１２４は、各パケットが、アクノレッジされるまで順に送信されるよ
うに、データ・ストリームを１または複数のモバイル・デバイス１１０４へと、データ・
パケットのシーケンスとして送信しうる。受信機１１１０は、受信アンテナ１１０６から
情報を受信し、受信した情報を復調する復調器１１１２と動作可能に関連付けられている
。復調されたシンボルは、図１０に関して上述したプロセッサと類似したプロセッサ１１
１４によって分析される。プロセッサ１１１４はさらに、信号（例えばパイロット）強度
および／または干渉強度を推定することに関連する情報と、送信されるデータまたはモバ
イル・デバイス１１０４（または、個別の基地局（図示せず）から受信したデータと、お
よび／または、本明細書に記載の様々な動作および機能を実行することに関連するその他
任意の適切な情報を格納するメモリ１１１６に接続されている。例えば、受信機１１１０
は、送信機１１２４によって送られた最も直近のデータ・パケットと関連するアクノレッ
ジメント信号をモバイル・デバイス１１０４から受信することができる。送信される情報
は、変調器１１２２に提供される。変調器１１２２は、アンテナ１１０８を介して送信機
１１２４によってモバイル・デバイス１１０４へ送信するための情報を多重化する。プロ
セッサ１１１４と別に示されているが、復調器１１１２および／または変調器１１２２は
、プロセッサ１１１４または多くのプロセッサ（図示せず）のうちの一部でありうること
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が認識されるべきである。
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